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園の運動会か

九
月
二
十
五
日
に
は
、
下
市
田
保

育
園
の
運
動
会
が
行
わ
れ
、

に
ぎ
や

か
な
歓
声
が
萩
山

の
里
に
響

い
て
い

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
暑

い
日
射

し
の
中
、
元
気
に
走
り
ま
わ
る
子
ど

も
た
ち
に
た

っ
ぷ
リ
パ
ワ
ー
を
も
ら

っ

た
気
が
し
た
。

そ
の
あ
と
小
学
校
の
運
動
会
も
あ

り
、
地
域

に
よ
る
ふ
れ
あ
い
運
動
会

も
各
地

で
行
わ
れ
た
け
れ
ど
、

い
ず

れ
も
天
候
を
気

に
し
て
の
催
行
だ

っ

た
。今

年
は
、
長
く
て
暑

い
夏
が
す
ぎ

る
と
、
矢
継
ぎ
早
に
台
風
が
や

っ
て

き
た
。
幸

い
に
も
こ
の
地
方

で
は
直

接
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
け

れ
ど
、
降
り
続
く
躾
雨
に
、
穫
秋
は

遅

々
と
し
て
進
ま
な
か

っ
た
。

猛
暑
、
多

い
台
風
な
ど
、

い
ず
れ

も
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
あ
り
、
そ

の
面
で
は
台
風
も
人
災
だ
と
い
う
人

も
あ
る
。
そ
れ
を
最
低
限
で
は
あ
る

け
れ
ど
、

こ
れ
以
上
進
ま
せ
な
い
と

い
う

「
京
都
議
定
書
」
も
、
大
国
の

利
害
が
か
ら
ん
で
批
准

に
十
年
も
か

か
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
世
界
と
、
下
市
田
に
住

む
わ
れ
わ
れ
が
、
ど
こ
で
ど
う
関
わ

っ

た
ら
よ
い
の
か
―
―
。
保
育
園

の
運

動
会

で
、
は
ね
ま
わ
る
子
ど
も
た
ち

の
未
来
は
、
ま
ち
が
い
な
く
わ
れ
わ

れ
の
肩
に
か
か

っ
て
い
る
の
だ
が
…
。
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猛
暑
の
続

い
た
夏
も
過
ぎ
、

い
つ
し
か
秋
も
終
り
に
向
か

っ

て
い
る
。
皆
様

い
か
が
お
過
ご

し
で
し

ょ
う
か
。

こ
の
夏
に
は
、
町
内

に
殺
人

事
件
が
あ
り
、
平
和
な
町
に
衝

撃
を
走
ら
せ
た
と
同
時
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
提
起
さ
れ
た
ｃ

一
人

の
不
心
得

の
仕
業

に
怒
り

を
替
ホ
じ
え
な
い
ｃ

七
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た

下
市
田
区
夏

の
祭
典

「
萩
の
里

祭
り
」
は
、
例
年

に
も
ま
し
て

多
く
の
参
加
者
を
得
て
、
区
民

の
交
流
と
連
帯

の
絆
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
た
。

ま
た
、
十
月
十
六

・
十
七
日

に
行
わ
れ
た
、
文
化
祭
り

・
ぐ

る
リ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
敬
老
会

に
は
新
し
い
趣
向
も
取
り
入
れ
、

み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
催
し
に
な

っ

た
。
下
市
田
支
館
を
中
心
に
関

係
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
る
も

の
で
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

八
月
二
十
日
、
健
康
セ
ン
タ
ー

「
あ
さ
ぎ
り
」

の
竣
工
式
が
行

わ
れ
た
。
平
成
九
年
、
下
市
田

区
よ
り
町

へ
健
康
セ
ン
タ
ー
建

設
の
要
望
書
が
出
さ
れ
た
経
過

も
あ
り
殊

の
ほ
か
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
。
区
内

の
施
設
と
し

て
大

い
に
利
用
が
望
ま
れ
る
。

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
も
ら
い

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

大
屋
敷

清

利
XXXXXXXX

た
い
ｃ
ふ
る
さ
農
道
湯

ケ
洞
線
。
平
成
五

年
事
業
開
始
以
来
長
期
に
亘

っ

た
が
、

こ
の
秋
終
り
頃
に
は
完

成
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
春

の
式
年
祭
に
は
、　
一
の

柱
が
開
通
し
た
ば
か
り
の
新
道

を
御
柱
が
曳
行
さ
れ
感
激

一
入

で
あ

っ
た
。
道
路

の
愛
称
も
近

く
発
表
さ
れ
る
予
定
。
沿
線
に

植
栽
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

農
免
道
路
も
未
完
成
部
分
が

北
か
ら
工
業
団
地
ま
で
水
田
の

収
穫
が
終
わ

っ
て
か
ら
本
年
度

中

に
完
成
予
定
ｃ

大
島
川
砂
防
事
業
堰
堤
工
事

が
い
よ
い
よ
始
ま
る
。
下
市
田

区
有
林

の
山
の
神
辺
か
ら
上
流

に
向
け
て

一
号
か
ら
五
号
ま
で

の
内
、
二
号
堰
堤
工
事
。
不
動

滝

へ
の
通
行
は
で
き
る
。

区

へ
寄
贈
品
や
ご
奉
仕
。　
一

区

の
北
沢
富
夫
さ
ん
よ
り

「
松

岡
城

・
松
岡
南
城
跡
鳥
腋
図
」

宮
坂
武
男
氏
作
画
を
拡
大
複
製

し
た
額
。
出
砂
原
女
性

の
会
よ

り
雑
巾
。
日
赤
奉
仕
団
下
市
田

支
部
よ
り
区
民
会
館
の
座
布
団

カ
バ
ー
の
洗
濯
。
高
寿
会
の
区

民
会
館
周
辺
掃
除
。
併
せ
て
感

謝
。い
よ
い
よ
寒

い
冬
が
日
前
に

迫

っ
て
い
る
。
健
康
に
留
意
し
、

前
向
き
に
毎
日
を
過
ご
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

委
員
会
活
動
報
告

土
木
委
員
長

桐

ド

和

行

日
頃
土
木
事
業

に
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
平
成
十
六
年
度
土
木
委
員
会

の
事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
路
維
持
工
事
二
件
、
安
全
施

設
工
事
四
件
、
道
路
改
良
工
事

一
件
、
舗
装
工
事

一
件
、
国
土

保
全
対
策
二
件
、
地
域
づ
く
り

拠
点
整
備
事
業
、
農
免
農
道
整

備
事
業
、
地
元
施
行
事
業
等
の

事
業
の
推
進
を
行

っ
て
い
ま
す
。

又
、
大
島
川
砂
防
堰
堤
に
つ

い
て
は
、
下
流
地
域

へ
の
防
災

害
対
策
と
し
て
着
手
致
し
ま
し

た
。
十

一
月
に
は
湯
ケ
洞
線
の

工
事
完
成
に
至
り
ま
す
。

只
今
は
十
七
年
度
事
業
に
お

け
る
地
区
計
画
の
編
成
会
議
を

行

っ
て
い
ま
す
。
以
後
町
と
の

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行

い
、
工
事
決

定
が
行
わ
れ
る
訳
で
す
が
、
区

内
に
は
ま
だ
ま
だ
危
険
箇
所
、

不
便
筒
所
が
多

々
あ
り
ま
す
の

で
、
予
算
の
限
り
事
業

の
推
進

に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
地
権
者
並
び
に
関
係

者
の
皆
様
に
は

一
層
の
御
協
力
、

御
理
解

の
程
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

ι
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I.【収入金の部】

既収入額 2,307,160円

《収入の部》

平成16年度 下市田区一般会計中間決算報告書
(「 1平成16年 4月 111～ 至 1`4成 16年 9月 3011)

収入金計 31、 857,450円  支出金計 21.086,362円  差引残高 10,771,088円
Ⅱ.【支出金の部】

平成16年度 高森町公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成16年 4月 1 lI～至 平成16年 9月 30日 )

既支出額 1,694,945円 残 高 612,215円  (JAみ なみ信州預金残高 612,215円 )

(単位 円)

科 || 予 算 額 既 支出額

4.予

856,198

838,747

計 4,051,000 1,694,945

項  「1  予 算 額 決算収入額 比 較 増 減

|        _ __

6.消 防 義 務 金 1 2,100,000
-― ―  ‐

 I 

‐  ‐  ‐
―
‐      

―

7.諸 収 入 金 1 1.500.000
8.前 期 繰 越 金 1 6,500,000

元 負 担 金 |

費

一
金 ０

一

９

一

０

一

6,400

2,228,989

534,112

1,046,650

350,000

20,000

収 入 合 計 31,857,450 1,342,550

項  目  1予 算 額 決算支出額 比 較 増 減

12.000,000

2,600,000

3,000,000

5,030,000

支 出 合 計 33,200,000 21,086,362 12,113,638

牟| || 予 算 額 既収入額
１

・

，

一
　

３

一

４

600,000

人 1,000

金

一
金

一

792,149

1,500,000

15,011

計 4,051,000 2,307,160

(単位 円 )《支出の部》

0

2,120,000

3,728,989

7,034,112

越

一
人

一
助

一
収

務

業

報

一
備

費

一
費

一
費

一
費

2,240,000

1,760,000

20,000

31,000

8,658,972

1,161,936

661,581

381,836

189,705

1.586.183

1,500,000

1,647,165

1.総  務  費
2.環 境 衛 生 費

2.689,705 1
‐ ‐  ‐  ‐ ~~~|

1,013.817 1
~ ‐ ~‐ ~~~~|

1.500,000 1
~~ ‐    ~~|

6,677,165 1

3,341,028

8,064

238,419

5,618.164
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平
成
十
六
年
度

下
市
田
区
出
身
の

「
地
元
出
身
町
議

と
の
懇
談
会
」
が
、

去
る
六
月
十
二
日

（
土
曜

日
）
午
後

七
時
よ
り
下
市
田

区
民
会
館

に
於

い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
支
館
長

・

区
長

の
挨
拶
の
あ

と
、
五
人

の
出
席

議
員
の
方

々
よ
り

順
次
活
動
報
告
を

し
て
頂
き
、
そ
の

後
質
疑
応
答
方
式

で
懇
談
会
を
行

い

ま
し
た
。

０
久
保
田
昌
幸
議
員

九
月
開
所
予
定
の
健
康
セ
ン

タ
ー
の
有
効
利
用
方
法
や
運
営

体
制
は
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
町

が
全
面
的
に
責
任
を
負

っ
て
頂

く
様
提
案
し
て
い
る
。

下
市
田
保
育
園
に
つ
い
て
は

増
設
の
保
育
室
の
未
使
用
や
未

満
児
入
所
を
断

っ
た
理
由
と
し

て
保
育
士
不
足
が
Ｌ
げ
ら
れ
た

が
今
年
四
月
に
増
員
さ
れ
た
。

「
二
位

一
体
改
革
」

で
国
か
ら

の
財
政
支
出
が

一
般
会
計
予
算

で
二
億

一
千
七
百
万
円
の
減
額

を
迫
ら
れ
た
。

Ｃ
熊
谷
元
尋
議
員

議
員
定
数
の
削
減
問
題
に
つ

い
て
特
別
委
員
会
を
作
り
検
討
。

自
立
の
場
合

の
定
数
に

つ
い
て
視
察
研
修
の
他
、

区
役
員
や
商
ェ
会
役
員

と
の
意
見
交
換
を
実
施

・

し
参
考
と
し
た
。
主
な

意
見
と
し
て
経
費
削
減
、

議
員
定
数
削
減
や
資
質

の
向
上
が
優
先
等
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会

で
も
賛
成
、
反
対
意
見

が
有
り
ま
し
た
が
、
二

月
定
例
会
で
賛
成
多
数

に
よ
り
現
在

の
卜
八
人

．

か
ら
十
五
人
に
削
減
が

決
ま
る
。

②
小
池
正
春
議
員

卜
五
年
度

の
懇
談
会

か
ら
現
時
点
で
の
同
答
で
す
。

広
域
農
道
関
連
の
安
全
対
策

は
側
道
、
横
断
歩
道
等
含
め
て

今
年
度
調
査
費
を
盛

っ
て
検
討

4●

ｔ
Ｌ
Ｅ

も
有
る
が
、
町
教
育
委
員
会

で

管
理
し
文
化
財

の
問
題
や
関
係

者

の
意
見
を
含
め
最
善
な
方
法

を
検
討
し
た
い
。

中
学
校
校
門
前

の
防
犯
灯
は

総
務
文
教
委
員
会
、
町
総
務
課

で
設
置
完
了
。

の
福
沢
嘉
言
議
員

町
の
財
政
に
つ
い
て
地
方
交

付
税

の
削
減
に
よ
る
財
源
不
足

を
、
借
換
債

の
発
行
で
借
金
返

済
を
繰
延

べ
す
る
こ
と
で
町
は

対
処
し
た
。
考
え
ら
れ
る
影
響

と
し

て
自

由

に
使

え

る
経
費

「
０
」

ど

こ
ろ
か
大
き
な
赤
字

で
あ
る
。
有
線
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
普
及
事
業
と
し
て
普
及
員
の

説
明
対
応
、
普
及
講
座
を
開
設

す
る
。
又
各
種
団
体

・
ク
ラ
ブ

等

で
の
日
常
生
活
の
中

で
活
用

普
及
も
必
要
。
さ
ら
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ら
ど
う
か
。

質

疑

応

答

Ｑ
　
え
の
き
屋
さ
ん
前

の
信
号

機
移
転

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
問
題
と
し
て
大
型
車

の

通
過
時
、
風
圧
が
発
生
し
危
険

で
あ
る
。
東
両
の
両
側

へ
待
避

場
所

の
確
保
と
安
全
対
策
を
し

て
も
ら
い
た
い
ｃ

Ａ
　
現
地
を
確
認
し
た
上
で
町

へ
責
任
を
持

っ
て
対
応
し
ま
す
ｃ

Ｑ
　
健
康
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
、
し

っ
か
り
と
し
た
体

制
を
取

っ
て
欲
し
い
。

Ａ
　
町
の
担
当
者
か
ら
、
責
任

を
持

っ
て
任
せ
て
欲
し
い
と
回

答
が
あ
り
承
認
し
た
。

Ｑ
　
議
員
十
五
人
は
い
い
が
、

町
の
職
員
の
削
減

に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
職
員
減
に
つ
い
て
町
民
二

千
人
に
対
し
て
二
十
人
、
千
三

百
人
に
対
し
て
百
三
十
人
に
な

っ

て
も
い
い
が
、
官
か
ら
民

へ
の

時
期
、
個
人
で
出
来
る
事
は
や

っ

て
い
た
だ
き
、　
一
人

一
人
の
覚

悟
も
必
要
に
な
る
と
思
う
。

Ｑ
　
町
の
財
政
は
、　
一
般
会
社

だ

っ
た
ら
倒
産
で
は
。
民
間
で

経
営
能
力
の
あ
る
人
を
入
れ
て

町
の
経
営
を
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
百
八
十
億
円
の
借
金
が
あ

り
、
百
億
は
交
付
税
で
来
る
が

八
十
億
円
を
返
し
て
い
く
。
十

六
年
度
は
、
借
換
債

で
補

っ
た

が
、
十
六
年
～
十
九
年
の
借
金

を
先
送
り
し
て
い
る
。
富
本
券

を
や
め
れ
ば
六
百
万
う
く
な
ど
、

住
民

へ
の
必
要
性
を
考
え
町
の

運
営
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

Ｑ
　
合
併
す
る
、
し
な
い
に
関

わ
ら
ず
全

て
の
町
経
費
を
削
減

し
、
将
来

の
町
の
方
向
性
や
、

今
や

っ
て
い
る
事
を
聞
き
た
い
。

Ａ
　
文
化
財
保
護
法
に
関
わ
る

発
掘
調
査
を
湯
ケ
洞
線

で
さ
れ

て
い
た
。
サ
ブ

ロ
ク
災

の
時

に

全
部
流
さ
れ
て
い
る
所
で
も
あ

り
中
止
を
申
し
入
れ
た
。
条
件

に
よ
り
表
土
を
動
か
さ
な
く
て

も
良

い
と
さ
れ
て
い
る

が
行
わ
れ
た
。
平
成
五

年
～
十
五
年

の
間
に
五

億
円
使
わ
れ
た
。
近
隣

町
村

で
は
九
十
九
万
円

～
四
千
万
円
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
が
聖
域
化

さ
れ
て
い
な
い
か
指
摘

し
た
。
予
算

の
使
わ
れ

方
を
町
に
申
し
入
れ
て

い
る
。

Ｑ
　
河
川
清
掃
時

に
区

が
支
払
う
経
費

に
つ
い

て
補
助
金
が
削
ら
れ
て

お
り
、
ビ
ー
バ
ー

・
軽

ト
ラ

ッ
ク
に
か
か

っ
た

経
費
く
ら
い
町
で
見
て

欲
し
い
。

Ａ
　
よ
く
調
査
し
、
返
事
を
し

て
い
き
た
い
。

今
回
は
特

に
合
併
問
題
、
町

財
政

に
つ
い
て
多
数
の
意
見
交

換
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
と

し
て
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の

普
及
事
業

の
高
齢
者

へ
の
対
応

に
つ
い
て
。
②
厚
生
連
と
熊
谷

モ
ー
タ
ー
の
間
に
あ

っ
た
古

い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
地
元

へ
説

明
無
し
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て
。

③
福
祉

へ
の
予
算

の
使

い
方
の

見
直
し
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

区
民
約
八
十
名
の
出
席

の
中

で
有
意
義
な
懇
談
会
で
し
た
。

地
元
町
議
五
名
の
今
後

の
御

活
躍
を
祈

っ
て
報
告
を
終
わ
り

ま
す
。

叶
五
区

の
国
道
、
焼
肉
さ
か
い

～
え
の
き
屋
さ
ん
ま
で
の
側
溝

と
車
道

の
段
差
は
解
消
済
み
で

す
。
又
、
同
じ
く
え
の
木
屋
さ

ん
前
設
置
の
信
号
機
も
移
転
済

み
で
す
。

②
上
沼
」県
守
議
員

十
四
年
度
予
定

の
障
害
者
施

設
の
実
現
に
つ
い
て
、
現
在
社

会
福
祉
法
人
親
愛

の
里
の
運
営

と
言
う
こ
と
で
今
年
十
月

一
日

開
所
式
の
予
定
で
進
行
中
で
す
。

古
文
書

の
保
存
場
所
に
つ
い

て
は
Ｆ
市
田
学
校

の
活
用
意
見

|

．ム
ほ
エ
キ

“̀
諮」■ζ」 レ

「
Ｆ

・

ご

″

●

一Ｉ
一

¨
ヨ

′

“

・

｝́

い 0

1ト

aで

●
Ｌ
ａ

■



平成16年 11月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 59号 (4)

好天に恵まれ 大盛況下
市
田
支
館

の
年
間
行
事

の

中

で
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

萩

の
里
祭
り
が
、
七
月
二
十
四

‥

′‥
Ｌ

Ｅ
ｌ
′

‥

襄
、

、
…

―
■
，

7月 イ́ロ

日

（
土
）
に
盛
大

に
行
わ
れ
ま

し
た
。
六
月
初
旬

に
第

一
回
目

の
打
合
せ
を
行
い
、
そ
の
後
何

回
か
の
会
合
を
行

い
着

々
と
準

備
を
進
め
て
来
ま
し
た
。
今
年

度
は
部
員
に
と

っ
て
は
二
年
目

と
い
う
事

で
、
全
員
が
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
良

い
か
、
又
何
を

す
れ
ば
良

い
か
を
充
分
に
把
握

し
て
お
り
、
な
お
又
前
年
度

の

反
省
と
経
験

に
基
づ
い
て
、
よ

り
良

い
お
祭
り
が
出
来
る
よ
う

に
阿
咋

の
呼
吸
で
ス
ム
ー
ズ
に

打
合
せ
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

前
日
夜
そ
し
て
当
日
は
朝
か

ら
準
備
作
業
を
行

い
、
時
間
的

余
裕
を
も

っ
て
万
全

の
体
制

で

お
祭
り
の
開
始
を
待
ち
ま
し
た
。

夕
方
薄
暗
く
な
り
か
け
た
頃
、

紅
華

の
皆
さ
ん
に
よ
る
呼
び
込

み
太
鼓
が
始
ま
り
、
段

々
と
区

民
が
集
ま
り
始
め
ま
し
た
。
又

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
に
は
ち
び

っ

子
が
群
が
り
、
足
を
踏
ま
れ
る

程
の
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

又
各
部
落
で
は
早
く
も
酒
盛
り

が
始
ま
り
、
俄
然
会
場
が
に
ぎ

や
か
く
な

っ
て
来
ま
し
た
。

六
時
過
ぎ
よ
り
町
長
、
助
役
、

下
市
田
区

の
招
待
者
及
び
関
係

者
多
数

の
参
列
を
い
た
だ
き
開

会
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
続

い

て
再
度
紅
華

の
大
鼓

に
よ
り
祭

り
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
夜

空

に
太
鼓

の
音
が
響
き
渡
り
、

会
場

の
人
達
よ
り
や
ん
や
の
拍

手
喝
采
を
浴
び
し
ば
ら
く
な
り

や
ま
な
い
程
で
し
た
ｃ
続

い
て

吉
田

・
下
市
田
保
育
園
児
が
登

場
し
て
踊
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
祭
リ

マ
ン
ボ
そ
の
他
軽
快
な

リ
ズ
ム
に
乗

っ
て
、
園
児
は
も

ち
ろ
ん
若

い
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
も
多
数
参
加
さ
れ
た
中

で
の

踊
り
は
、
見
て
い
て
も
と
て
も

楽
し
く
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
保

育
園
の
先
生
方

の
は

つ
ら

つ
と

し
た
動
き
は
お
見
事

で
し
た
。

次

に
四
区
の
子
供
達

に
よ
る
縄

文
の
火
起
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

火
を
起
す
事
は
大
変
で
し
た
が
、

子
供
達

の
必
死

の
努
力
が
実
り

火
が
起
り
ま
し
た
。
そ
の
火
が

花
火
に
点
火
さ
れ
大
花
火
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
孫
と

一
緒
に

花
火
を
す
る
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お

ば
あ
ち

ゃ
ん
の
こ
ぼ
れ
る
よ
う

な
う
れ
し
そ
う
な
顔
。

祭
り
も
最
高

の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
後
各
部
落
ご
と
に
順
番

で
盆

踊
り
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
各

部
落
共
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
見

事
な
盆
踊
り
大
会

で
し
た
。
審

査
員
に
よ
る
審
査
発
表
が
あ
り

第

一
位

に
な
ら
れ
た
部
落
に
は

何
拾
万
円

（？
）
相
当

の
商
品

が
渡
さ
れ
、

い
た
く
感
激
さ
れ

て
い
ま
し
た
ｃ

最
後
に
閉
会
式

が
あ
り
、
万
歳
三

唱
し
て
無
事
終
了

致
し
ま
し
た
。
昨

年
は
途
中
雨
に
よ

り
機
先
を
制
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
年

は
そ
の
心
配
も
な

く
盛
大

の
う
ち
に

終
了
出
来
ま
し
た
。

安
全
協
会

の
皆
さ

ん
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
お

楽
し
み

コ
ー
ナ
ー

の
青
年

の
皆
さ
ん

有
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
そ
し
て

関
係
各
位

の
皆

さ
ん
ご
協
力
を

有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

み
ど
り
の
芝

草

の
上
で
開
催

さ
れ
る
萩

の
里

祭
り
は
、
会
場

と
し
て
非
常

に

恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
来
年
度
は

支
館
部
員
全
員

が
交
代
し
ま
す

が
、
新
部
員
の

も
と
、
よ
り
良

い
お
祭
り
が
出

来
ま
す
様
心
よ

り
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
ｃ

準備は万全 さあいらっしゃい/
′¬ :｀

盗
・

´
／
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下
市
田
文
化
祭

出
品
に
あ
た
っ
て

後

藤

国

男

時
よ
り
十
二
時
間
か
　
」

け
、　
一
二
〇
〇
度

に

な
る
ま
で
温
度
を
上

げ
て
焼
き
ま
す
。

作
品
は
主
に
手
作

り
の
作
品
で
、
粘
土

の
練
り
か

ら
始
ま
り
自
分
自
分
で
考
え
た

形
の
物
を
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

作
品
に
よ

っ
て
は
二
日
位
か
か

る
物
も
あ
り
ま
す
。
素
焼
き
じ

た
作
品
に
粕
薬

（色
）
を
か
け

る
時
が

一
番
苦
労

で
す
。
ど
の

色
を
使
え
ば
仕
上
が
り
が
良

い

か
難
し
い
で
す
。　
一
番
の
楽
し

み
は
作
品
を
窯
か
ら
出
す
時
で

す
。
扉
を
開
け
た
瞬
間

「
わ
あ
、

い
い
色

に
焼
け
て
い
る
」
と
自

分
の
作
品
を
手

に
取
り
、
皆

の

苦
心
の
成
果
が
出

た
時

で
す
。
な
か

な
か
気

に
入

っ
た

作
品
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
お
互
い

の
作
品
を
批
評
し
、

素
人
な
り
の
陶
芸

論
を
交
わ
し
、
次

ち
に
は
良
い
作
品
が

出̈
来
る
様
に
一頑
張

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は

指
導
者
は
お
り
ま

せ
ん
が
、

一
年
に

数
回
、
各
地
の
陶

私
達
ひ
ま
わ
り
陶
芸
ク
ラ
ブ

は
、
発
足
し
て
ま
だ
三
年
で
す
。

会
員
は
六
名
で
、
六
十
歳
以
上

の
方
ば
か
り
で
す
。
八
十
八
歳

に
な
る
元
気
な
方
も
い
ま
す
。

発
足
は
三
年
で
す
が
八
年
か
ら

十
年
以
上
の
陶
歴
で
す
。
毎
週

金
曜
日
の
九
時
か
ら
午
後
三
時

頃
ま
で
下
市
田
の
旧
学
校
跡
で

作
陶
し
て
い
ま
す
。
又
窯
入
れ
、

素
焼
き
、
本
焼
き
等
の
作
業
が

あ
り
、
教
室
に
来
る
日
が
多
く

あ
り
ま
す
。
本
焼
き
は
早
朝
五

３
　

●‘
芸
展
を
見
学
に
行

き
参
考
に
し
て
お

り
、

い
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

技
術
的

に
は
ま
だ
ま
だ
の
処
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
陶
芸
は
形

を
頭
で
考
え
、
手
先
を

一
日
中

使
う
の
で
、
健
康

に
は

一
番
だ

と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も

一
生
懸
命
作

っ
た
作

品
を
出
展
で
き
、
区
民
の
皆
様

に
見
て
戴
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
戴
け
れ
ば
幸

い
と
思

い
ま

す
。

今
年
も
、
十
月
十
六
日

・
十

七
日
に

「
下
市
田
文
化
祭
り

・

敬
老
会
」
が
、
と
て
も
良

い
天

気
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
り
で
は
、
十
六
日
の

午
前
中

に
展
示
発
表
に
出
品
さ

れ
る
方
が
続

々
と
集
ま
り
、
作

品
を
展
示
し
、
何
も
な
か

っ
た

会
場
が
あ

っ
と
い
う
間
に
華
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
展

示
発
表
は
、
参
加
グ
ル
ー
プ
数

十
八
団
体
、
三
個
人
、
展
示
作

品
数
二
百
四
十
七
作
品
で
、
屋

外

に
盆
栽
、
屋
内
に
古
文
書
、

絵
画
、
書
、
手
芸
、
革
工
芸
、

陶
芸
、
生
け
花
、
木
彫
等
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
細
か
な
手
作

業
、
気
が
遠
く
な
る
様
な
根
気

の
い
る
作
品
、
創
造
力
豊
か
な

作
品
、
ど
の
作
品
も
個
性
溢
れ

る
作
品
で
驚
く
ば
か
り
で
す
。

お
孫
さ
ん
が
お

ば
あ
さ
ん
の
手

を
引
い
て
観
覧

す
る
、
と
て
も

微
笑
ま
し
い
光

景
を
見
た
り
、

お
茶
等

の
も
て

な
し
も
あ
り
、

普
段

で
は
味
わ

え
な
い
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て

頂
き
、
と
て
も

う
れ
し
く
思

い

ま
す
。
敬
老
会
で
は
、

七
十
歳
以
上
の

高
齢
者
の
お
祝
い
を
し
、
該
当

者
八
百
名
の
内
、
百
七
十
三
名

の
方
が
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
と
て
も
穏
や
か

な
表
情
で
、
会
場
は
和
や
か
な

雰
囲
気

で
し
た
。
今

年
は
、
宮
下
和
男
先

生

の
講
和
を
お
聞
き

し
、
内
容
と
し
ま
し

て
は
大
鹿
村

に
来
た

青

い
目
の
お
人
形

の

「
長

い
長

い
か
く
れ

ん
ぼ
」
と
、
座
光
寺

の
地
名

の
由
来

で
も

あ
る
光
る
臼
が
で
て

く
る

「
元
善
光
寺
物

語
」
の
お
話
を
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
歌

一
　

　

　

‐

卜
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・

‐

‐

‐
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‐

‐

クライマックスの 光る日の場面

を
交
え
な
が
ら
の
お
話
で
、
自

然
と
歌
を
回
ず
さ
み
大
合
唱
に

な
る
場
合
も
あ
り
、
と
て
も
楽

し
い
講
話
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
舞
台
発
表
で
は
、
十

三
団
体
の
参
加
で
、
民
踊
、
民

舞
踊
、
健
康
体
操
、

エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
大
正
琴
、

ハ
ワ
イ
ア
ン

ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
と
、
次
々
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て

頂
き
、
ど
の
発
表
も
大
変
素
晴

ら
し
い
も
の
で
、
そ
の
度
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
開
催
に
あ
た
り
、
御
協

力
頂
い
た
各
位
関
係
者
様
方
に

御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
次

回
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
事
を

御
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 敬老会が終わって みんなでバンザイ

や
や
か
な
ぶ
ａ
久
の
中
で

▲
日
日

Ｊ
■
ニ
′

，
Q

甲

|
′ヽ

場́

■
1

１

●
旧

ｎ
■
▼■ ■

ロロロ
ー
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下
市
田
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

冨

身

鵜

飼

裕

子

（東
京
都
在
住
）

こ
こ
東
京
都
町
田
市

に
住
居
　
ん
で
き
ま
す

山
と
い
え
ば
雄

大
な
赤
石
山
で

あ
り
、
川
と
い

え
ば
清
き
流
れ

の
一△
嘔
川
が
真
っ

先

に
日
に
浮
か

ま
た
、
秋
に
な

り
ま
す
と
、
た
わ
わ
に
実

っ
た

真

っ
赤
な
り
ん
ご
、
軒
先

に
つ

る
さ
れ
た
市
田
柿
等

の
風
景
が

思

い
出
さ
れ
ま
す
。

二
人

の
子
供
の
成
長
と
共
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
地
域
活
動
、
子

供
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動

に
関
わ
り
を
も
ち
ま
し
た
が

虐
待
等

子
供

に
関
す

る
暗

い

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び
に
心
が

痛
み
ま
す
。

同
期
会
、
同
級
会
等
で
御
地

を
訪
れ
る
機
会
も
あ
り
、

い
つ

ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
地
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
皆
様

の
ご
活
躍

と
地
域

の
益

々
の
ご
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

を
定
め
て
か
ら
早
や
三
十
年
近

く
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
高
森
町
を
離
れ
て
何
年
た

つ
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、

年
月
の
流
れ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
て
お
り
ま
す
。

私
が
下
市
田
で
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
、
父
の

勤
務
先
が
農
事
試
験
場
で
あ

っ

た
た
め
、
終
戦
後
四
年
く
ら
い

た

っ
て
か
ら
の
十
年
余
り
で
し

た
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

と
い
う
時
期

で
し
た
が
、
そ
の

間
の
高
森
町
で
の
生
活
は
い
つ

ま
で
も
私

の
脳
裏

に
焼
き

つ
い

て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
住
ん
だ

各
々
の
地
で
の
山
や
川
よ
り
も
、

t IIIII■ 1:::11:::1■ l■II::::::I111:

ご:ヽ

菱ケ
ブヾ

二
区

池

田

先
日
、
私
の
竹
馬
の
友
で
同

年
の
Ｏ
Ｎ
君
が
七
十
八
歳
で
他

界
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で

家
族
思
い
の
彼
は
、
闘
病
半
年

間
奥
さ
ん
嫁
さ
ん
を
始
め
家
族

の
手
厚
い
看
護

の
甲
斐
な
く
家

で
息
を
引
取
ら
れ
た
。
葬
儀
の

朝
、
出
棺
を
家
内
と
見
送
り
に

行
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小

雨

の
中
、
遺
族
血
縁
者

の
方

々

が
粛

々
と
霊
柩
車

等
に
乗
り
込
む
な

嘉
宏
　
い″型姜動か囃

胸
に
抱
え
ら
れ
て
い
る
遺
影
を

見
た
時
、
に
っ
こ
り
と
満
面
笑

み
を
た
た
え
た
Ｏ
君
。
厳
粛
な

雰
囲
気
の
中
で
私
の
心
に
０
君

と
の
過
ぎ
し
日
の
楽
し
か

っ
た

懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
ぎ
り
ま

し
た
。
そ
の
笑
顔
は
よ
い
心
掛

け
で
幸
せ
な
人
生
を
歩
ん
で
き

た
証
拠
で
す
。
今
後
は
０
家
の

欄
間
に
掲
げ
ら
れ
末
永
く
家
族

の
幸
を
見

つ
め
、

孫
、

ひ
孫
ら
に

お
じ

い
ち

ゃ
ん

は
カ

ッ
コ
ー
が

中
島
先
生
、
春
日
先
生
か
ら
大

変
お
ほ
め
を
い
た
だ
い
た
思

い

出
は
、
今

で
も
懐
か
し
い
。
以

来
社
会

に
出
て
職
場

の
チ
ー
ム

で
よ
く
対
外
試
合
を
や
り
、
幾

度
か
栄
冠
を
勝
ち
得
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
戦
争
と
な
り
、
私

も
応
召
さ
れ
満
州
の
牡
丹
江
の

部
隊

で
北
辺
の
守
り
に
就

い
て

い
た
が
、
余
暇
を
見
て
中
隊
長

の
命

に
よ
り
野
球
を
楽
し
み
ま

し
た
。
中
隊
長
は
中
京
高
校
出

よ
か

っ
た
ん
だ

な
あ
と
見
上

ら
れ
る
こ
と

し

ょ
う
。

そ

て
家
族
の
心

中

に
永

遠

に

き

て

い
る

こ

と
思
い
ま
す
ｃ

私
は
顔
と
心

は

一
体
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
ｃ

良

い
心
掛
け
で
幸
せ
な
人
生
を

歩
む
人
は
自
然
と
い
い
笑
顔

に

な
る
し
、

い
い
笑
顔

で
生
き
て

い
る
人

の
も
と
に
は
向

こ
う
か

ら
幸
運
が
舞

い
こ
ん
で
く
る
の

で
す
。
顔
に
は
そ
の
人

の
人
格

や
思
想
、
生
き
様
が
現
れ
る
と

言

っ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。
笑
顔

に
は
お
金
が
か
か
る
わ
け
で
も

な
く
自
分
の
心
の
持
ち
方

一
つ

で
そ
の
効
用
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
人
生

に
お
い
て
幾
度
と
な

く
訪
れ
る
出
会

い
を
生
か
し
、

幸
運
を
手

に
で
き
る
か
ど
う
か

は
笑
顔
次
第
な
の
で
す
。
私
も

老
期
を
迎
え
、
家
族
や
回
り
の

人

々
に
不
快
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。
Ｏ

君
の
遺
影
を
見
て
私
も
永
久
に

残
る
笑
顔

の
写
真
を
残
し
た
い

と
思

い
ま
し
た
。

私
は
小
学
校
三
年
生
の
頃
か

ら
野
球
が
好
き
で
、
近
所
の
友

達
と
毎
日
遊
ん
だ
。
そ
の
後
出

砂
原
に
グ
ラ
ン
ド
が
出
来
て
、

野
球
は
益
々
盛
ん
に
な
り
ま
し

た
。
私
達
も
此
の
グ
ラ
ン
ド
が

何
よ
り
の
遊
び
場
で
し
た
。
学

校
か
ら
帰
る
と
皆
集
ま

っ
て
力

一
杯
投
げ
、
打

っ
て
走
る
ベ
ー

ス
が
楽
し
か

っ
た
。
私
は
高
等

科
の
時
、
郡
下
の
大
会
に
遊
撃

手
と
し
て
出
場
し
、
苦
戦
の
結

果
見
事
に
優
勝
し
て
、
当
時
の

顔

野
球
と
私
の
人
生

六
区
　
甕

　

　

寛
　
夫

身

で
大

の
野
球
好
き
で
、

い
つ

も
私
は
投
手

で
引

っ
張
り
出
さ

れ
ま
し
た
。
尚
他

の
中
隊

に
は

プ

ロ
の
巨
人

で
有
名
な
監
督
水

原
茂
さ
ん
も
居
て
、

こ
の
隊
と

も
よ
く
交
流
試
合
を
や

っ
た
も

の
で
す
。
此

の
よ
う
な
野
球
の

縁

で
私
は

一
般
中
隊

の
中
か
ら

′111「
IIIRい
、、

抜
擢
さ
れ
指
揮
班
に
編
入
替
え

と
進
級

で
中
隊
の
経
理
関
係
を

担
当
す
る
事
と
な

っ
た
の
も
、

不
思
議
な
事

で
し
た
。

戦
後
は
職
場
に
復
帰
し
、
職

場

の
チ
ー
ム
で
好
き
な
野
球
を

続
け
て
来
た
。
老

い
て
未
だ
私

の
人
生

に
野
球
あ
り
で
す
。

今

の
時
代
は

「
テ
レ
ビ
」
で

立
派
な
野
球
が
見
ら
れ
て
有
難

い
こ
と
で
す
。
今
年
も
プ

レ
ー

オ
フ
に
な

っ
て
、
又
来
年
を
期

待
し

「
野
球
と
私
の
人
生
」
が

続
く

こ
と
を
願

っ
て
、
筆
を
止

め
ま
す
。

ぎ4●.(や
ヽ
「

の し

，
′

■略Ⅲ

レ

′

ヨ
腱
ト
ー
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、
「
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夢
中
に
な
れ
る
も
の
　
　
‐
召
柚
覆
‐ナ，．疲

中
三

岡

本

夏

海

（四
区
）

動
髪

鰊

ヽっ

今
は
と
て
も
疲
れ
る
。
文
化
　
勉
強

に
疲
れ
た
ら
部
活
に
顔
を

祭
前
だ
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
　

出
し
て
い

っ
し

ょ
に
バ
ス
ケ
を

や
は
り
受
験
生
だ
か
ら
な
の
だ
　
し
て
く
る
。
そ
れ
は
や

っ
ぱ
り

ろ
う
か
。
と
は
言

っ
て
も
自
慢

で
き
る
ほ
ど
勉
強
を
や

っ
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
。

今
の
自
分
は
日
常
的
に
フ
ル

に
頭
を
使

っ
て
い
る
か
ら
常

に

眠
気
が
襲
う
。
ま
だ
部
活
を
や

っ

て
い
た
頃
は
今
と
は
使

っ
て
い

た
所
が
違
う
が
、
限
界
ま
で
走

っ

て
飛
ん
で
、
終
る
と
や

っ
ぱ
り

自
分
が
五

ヶ
月
前
ま

で
ず

っ
と
仲
間
と
や
っ

て
き
て
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
で
バ

ス
ケ
を
す

る
こ
と
が
何
よ
り
楽

し
か

っ
た
か
ら
だ
と

思
う
し
、
そ
れ
だ
け

バ

ス
ケ
に
か
か
げ
る

思

い
も
強
か

っ
た
。

だ
か
ら
今

で
も
ま
だ

や
め
る
こ
と
が
で
き

わたしの作文

ぼくの作文

今
年

の
運
動

会
は
、
初
め
て
五
、

六
年

で
の
組
体
操

を
や
り
ま
し
た
。

最
初
は
、

で
き
る

か
な
と
心
配
で
し

た
が
、
や

っ
て
み

る
と
な
ん
と
か
で

き
そ
う
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
肩
倒

立
は
楽

に
で
き
ま

し

た
。

で
も
、

「
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

ｏ

肩
車

・
善
光
寺

・
い
ち

ょ
う

・

倒
立
」
が
む
ず
か
し
か

っ
た
で

す
。
倒
立
は
、
家

で
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
と
練
習
す
る
う
ち

一
回
で
■
蝙
■
■
″

サ

ッ
と
上
が

る
よ
う

に
な

り
ま
し
た
。

ピ
）
ラ

ミ
ヽ
ッ

ド
，

は
私
が

一
番

上
な
の
で
、

登
る
の
が
と

て
も
大
変
だ

と
思

い
、
登

れ
な
い
と
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
練
習

で
は
、
友
達
に
ア
ド
バ

イ
ス
も
し
て
も
ら

っ
て
登
り
ま

し
た
。
本
番
は

一
回
勝
負
な
の

で
ド
キ
ド
キ
で
し
た
。
善
光
寺

も

一
番
上
な
の
で
待

つ
時
間
が

長

い
の
で
と
て
も
恐
か

っ
た
で

区
有
重
要
物
件

の
貸
し
出
し
規
定
改
正

初めての組体操

小5小 林 由 衣 (5区 )

な
い
。
忙
し
い
、
疲
れ
る
、
眠
い
、

そ
ん
な
中
に
今

の
自
分
が
い
る

時
、
何
も
か
も
忘
れ
て
夢
中

に

な
れ
る
何
か
が
必
要
に
な

っ
て

く
る
。
僕
に
と

っ
て
そ
れ
は
…

バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
だ
。

▲

“
ι
▼
ヘ

歩
く
の
に
ち

ょ

う
ど
良

い
天
候

の

中
、
六
十
人

の
参

加

で
、
下
市
田
史

跡
巡
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
史
談
会

・

愛
護
会

の
皆
さ
ん

の
丁
寧
な
説
明
で
、

ふ
だ
ん
車

で
慌
た

だ
し
く
通

っ
て
い

る
道
や
建
物
に
も
、

先
人
が
残
し
て
く

れ
た
色

々
な
深
い

思

い
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
ｃ
今
あ
る
貴
重

な
文
化
財
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
も
後
世
に
何
か
を
残

し
、
伝
え
ら
れ
た
ら
―
―
な
ど

と
思
い
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
深
ま
り

つ
つ

あ
る
秋
を
味
わ
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
よ
り

歩
く
距
離
が
短
く
、

運
動
不
足
解
消
と
ま

で
は
い
か
な
か

っ
た

け
れ
ど
、
心
地
よ
い

疲
れ
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
安
養

寺
で
十
二
さ
ま
を
し
っ

か
り
拝
む
と

″罪
が

軽
く
な
る
″
そ
う
で

す
。心
あ
た
り
の
方
は
―

ど
う
ぞ
―
部
員
記

下
市
田
史
談
会
受
託
の
、
区

有
重
要
物
件

の
貸
し
出
し
規
定

が
、

こ
の
九
月

一
日
付
け
で
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
公
告

い

た
し
ま
す
。

一
、
下
市
田
史
談
会
長
に
申
し

出
、
閲
覧
申
請
書
を
受
け
取

る
二
、
閲
覧
申
請
書
を
下
市
田
区

長
に
提
出
、
許
可
を
得
る

三
、
史
談
会
長
に
関
覧
申
請
書

を
提
出
、
閲
覧
期
日
を
確
認

後
、
閲
覧
誓
約
書
に
書
名
捺

四
、
申
請
し
た
期
日
、
閲
覧
時

間
内
で
指
定
さ
れ
た
場
所

へ

こ

、

4■
=ニ4 ,

`:↓

:

す
。
そ
し
て
つ
い
に
本
番
、
全

部
失
敗
せ
ず
に
成
功
。
初
め
て

の
組
体
操
も
皆

で
協
力
し
、
苦

手
な
事
は
練
習
し
て
大
成
功

で

き
、
皆
か
ら
の
拍
手
と

「良
か

っ

た
よ
」
と
言
わ
れ
て
う
れ
し
か

っ

た
で
す
。 争:31■:3:ヽ

ノ7 日

ｌ
ｌ
Ｌ
Ｅ

口
Ｌ
Ｌ

ロ

口中‐‐口
魔

閲
覧
申
請
書
持
参
、
史
談
会

長
に
提
出
、
三
役
立
ち
会

い

の
上
閲
覧
物
件
を
受
け
取
り
、

所
定
場
所

で
閲
覧

五
、
閲
覧
終
了
後
は
、
史
談
会

長
よ
り
閲
覧
物
件
の
点
検
を

受
け
る

以
上

［国
□

・
該
当
物
件
の
貸
し
出
し
は
厳

禁
、
但
し
コ
ピ
ー
可

・
閲
覧
物
件
は
、
区
有
文
書
目

録

ｏ
分
間
図
な
ど

・
閲
覧
申
請
書
及
び
関
係
書
類

は
、
史
談
会
長

（十
六
年
度

田
戸
純
市
氏
）
の
元
に
あ
る

_二_

．
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グループ紹介

た
か
も
り
助

け
合

い
の
会
、

「
び
す
け

っ
と
」

の
紹
介
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

助
け
合

い
の
内

容
と
し
て
、
四

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
有
り
ま
す
。

日
常
生
活
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
Ｉ
Ｔ
教
室
、
か
わ
せ
み
サ

ロ
ン
で
す
。
高
齢

に
な
ら
れ
て

か
ら
も
、
在
宅

で
い
き
い
き
豊

か
に
暮
ら
せ
る
様
、
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。

平
成
十
年
七
月
に
発
足
し
ま

し
て
、
昨
年
十
月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
百

人
、
ス
タ

ッ
フ
二
十
人
で
、
町

内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
に
は
、
下
市
田
三

区
の
河
野
さ
ん
を
中
心
に
、
介

護
予
防
を
目
的
と
し
た
、
か
わ

せ
み
サ
ロ
ン
を
行

っ
て
い
ま
す
。

現
在
十
五
人
位
の
利
用
者
が
あ

り
、
毎
回
工
夫
を
こ
ら
し
た
ゲ
ー

ム
や
食
事
、
お
や
つ
作
り
で
は
、

地
域
で
採
れ
た
旬
の
野
菜
や
果

物
を
利
用
す
る
様
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
サ
ン
マ

の
炭
火
焼
き
、
大
根
お
ろ
し
た
っ

れ襦
一　
ぃ
ゝ
ぃ
け
れ
鰤
み っ
敵
熟

会
と
が
三
区
の
大
き
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
事
業
と
し
て
定
着
し

て
お
り
、
三
区
の
人
た
ち
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
三
区
を

「
力
行
会
」
と

命
名
し
た
の
は
、
明
治
三
十
七
、

八
年
で
地
域
の
産
業
振
興
に
共

に
励
ん
だ
と
の
記
録
が
あ
り
、

現
在
こ
の
伝
統
あ
る
自
治
会
組

織
名
を
使

っ
て
会
を
運
営
し
続

け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
三
区

の
集
会
施
設
を

「
力
行
会
館
」

と
名
づ
け
、
親
し
み
を
も

っ
て

地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

ラ
ン
ド
に
四
百
五
十
余
人
が
大

集
合
。
快
晴
の
な
か
、
小
学
生

の
聖
火
入
場
点
火
で
開
会
、
紅

自
の
旗
の
も
と
拍
手
と
声
援
で

も
り
あ
が
り
、
途
中
少
し
雨
中

の
大
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

元
気
あ
ふ
れ
る

一
日
で
し
た
。

こ
の
運
動
会
は
町
の
運
動
会

び

す

け

っ
と

下
市
田
五
区

代
表
　
〓伯

沢
い
イ丁
苗
心
↓十

ぷ
り
付
き
や
、
紫
蘇
の
実
を
朝

皆
で
し
ご
い
て
採

っ
た
も
の
を
、

昼
食
に
佃
煮
に
し
て
食

べ
た
り

し
ま
し
た
。
次
回
は
、
飯
島

へ

コ
ス
モ
ス
畑
を
見
に
出
掛
け
る

予
定
で
す
。
以
前
に
は
飯
島
社

協
を
通
じ
て
、
ミ
ニ
デ
ィ
の
方
々

と
の
交
流
会
が
で
き
、
日
頃
練

習
し
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
な
ど
で
、

ゆ

っ
た
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
事
が
で
き
ま
し
た
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
日
曜

日
か
ら
土
曜
日
ま
で
毎
日
、
ご

自
宅
ま
で
お
弁
当
を
配
達
し
て

お
り
ま
す
。
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
の
昼
食
や
、
松
花
堂
の
お
弁

当
も
御
注
文
に
よ
り
作
ら
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

三
区
力
行
会
は
、
十
月
現
在

二
百
十
三
戸
。

力
行
会
役
員

（部
落

・
分
館
）
十

一
名
と
十

六
常
会
の
常
会
長
で
毎
月
の
例

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
び

す
け

っ
と
の
活
動

に
参
加
し
て

み
た
い
方

々
や
、
協
力
を
し
て

頂
け
る
方
が
お
い
で
に
な
り
ま

し
た
ら
、
是
非
協
力
を
お
願

い

し
た
い
と
思

い
ま
す
。

―

■

■

会

（十
七
日
）
と
他
に
多
く
の

会
合
を
か
さ
ね
、
各
種
団
体

の

協
力
参
加
を
え
て
、
地
域

の
事

業
と
公
民
館
事
業
を
積
極
的
に

進
め
て
お
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
三
区
高
寿
会
は

多
年
に
亘
る
努
力
実
績
と
日
ご

ろ
の
大
き
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、

全
国
表
彰

（表
彰
式
十

一
月
十

一
日
）
と
の
朗
報
が
入

っ
て
お

り
ま
す
。

私
た
ち
三
区

の
地
域
は
、
下

市
田
の
中
ほ
ど
の
上
段
か
ら
工

業
団
地
側
ま
で
の
恵
ま
れ
た
区

域

で
、
住
宅
人
口
増
が
す
す
ん

で
お
り
、　
一
層
大
き
な
三
区
に

な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

下
市
田
三
区
部
落
長

片

　

桐

台
風

一
過
、
十
　
・

月
十
日
は

「
三
区

力
行
会
ふ
れ
あ
い

運
動
会
」
″
み
ん

な
集
ま
ろ
う
、
楽

し
も
う
〃
を
合
言

葉
に
南
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区

委

員

ス
ポ
ト
ツ
大
会

区
委
員
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
、
秋
分
の
日
に
行
い
ま

し
た
。
折
か
ら
の
秋
雨
前
線

の

影
響

で
雨

の
心
配
も
あ
り
、
稲

刈
り
も
始
ま
り
、
お
彼
岸

で
も

あ
り
、
出
席
人
数

の
心
配
を
し

ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず
の
天
気

で
四
十
数
名

の
出
席
を
い
た
だ

き
、
準
備
当
番

の
水
利
委
員
と

し
て
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
大
会

の
方
は
各
チ
ー
ム
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
、
予
定
通
り

終
了
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、

一
位
林

一
雄
氏
、
二
位
林
邁
氏
、

本
年
度
の
中
間
点
を
過
ぎ
て

「
文
化
祭
り
敬
老
会
」
を
立
ち

上
げ
、
多
数
の
ご
参
加
を
得
て

成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が

で
き
、
今
、
そ
の
余
韻
に
思
い

を
巡
ら
し
て
い
ま
す
。

勇
壮
果
敢
な
七
年
に

一
度
の

御
柱
祭
を
送
る
と
同
時
に
新
年

度
発
足
、
五
月
に
は

「
町
議
懇
」

を
開
催
し
て
五
名
の
選
良
の
抱

負
と
実
績
に
触
れ
、
七
月
に
は

区
民
広
場

一
杯
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た

「萩
の
里
祭
り
」
に
興
じ

て
、
輪
と
和
の
幸
せ
を
体
感
し

て
参
り
ま
し
た
。

集
い
に
よ
る
力
の
結
束
が
楽

三
位
林
稔
氏
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
吉

川
登
氏
。　
一
位
か
ら
三
位
ま
で

が
オ
ー
ル
林
と
言
う
面
白
い
結

果
に
な
り
、
会
場
が

一
時
沸
き

ま
し
た
。
尚
順
位
の
発
表
も
林

で
し
た
。
賞
品
に
つ
い
て
は
限

ら
れ
た
予
算

（
二
千
円
以
内
）

の
中
で
当
番
が
苦
労
し
て
用
意

し
ま
し
た
。
中
身
に
つ
い
て
は

開
け
て
ビ

ッ
ク
リ
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

は
、
予
算
の
関
係
で
即
興
で
用

意
し
ま
し
た
が
、
そ
の
場
で
飲

ん
で
終
り
で
し
た
。
関
係
各
位

の
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
準
備
当
番
の
水
利

委
員
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

水
利
委
員
長
　
林
　
守

夫

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
起
こ
し
、
絆

を
結
び
、
親
睦
と
協
調
を
促
し

て
く
れ
る
も
の
と
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
下
先
生
の

「
伊
那
谷
か
ら

生
ま
れ
た
物
語
」
は
如
何
で
し
た

か
。
信
仰
に
因

っ
て
地
域
に
語

り
継
が
れ
て
き
た
人
間
模
様
が
、

心
温
ま
る
物
語
と
し
て
文
化
を

支
え
、
歴
史
を
繋
い
で
現
在
に

息
づ
い
て
い
る
感
慨
に
、
ど

っ

ぷ
り
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

古
き
よ
き
時
代
に
思
い
を
馳

せ
、
先
人
の
偉
業
に
触
れ
な
が

ら
、
郷
上
の
睦
み
と
発
展
の
為

に
力
を
結
集
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

編

集

後

記
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